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社会文化としての科学コミュニケーション活動の研究
一英国王立研究所の「クリスマス・レクチャー」に学ぶ―
はじど)に
2005年、文部科学省発行の『平成16年版科学技術
白書一これからの科学技術と社会¬』では、科学技術
のあり方、科学に対するコミュニケーションのあり方
が論 じられ、「科学コミュニケーション (Science
Communication)」活動の必要性が指摘された。。
科学技術白書にとりあげられて以降、種々の科学コ
ミュニケーション活動が大学研究者を中心に試みられ
てきた'。 しかしながら、あくまで大学を根城にした
実証的研究の域を出ておらず、真に社会と協働した形
での科学コミュニケーション活動の実践は、NPO法
人などの主催する活動以外はそれほど、行われていな
いのが現状である°。
科学技術白書の中には、科学コミュニケーション活
動について欧米諸国の取り組みの状況がレポー トされ
ている。その中でとりわけ、市民に対する科学技術の
普及には長い歴史をもつ英国の動向には注目すべきで
あろう4,5)。
本稿では、英国における実践例の一つである「クリ
スマス 。レクチャー (Christmas Lecture)」の取り
組みに学びながら、実践的な科学コミュニケーション
北浜 榮子*
活動のあり方について考えてみたい。
2 科学コミュニケーション
「科学コミュニケーション」という言葉が頻繁に使
われるようになってきたが、人によってその言葉の使
い方はさまざまで明確な定義はない。しかし、最近の
科学に対する理解増進活動の取り組みからも明らかな
ように、従来の「科学普及」や 「科学啓蒙」とは一味
違った、「科学コミュニケーション」が強調されるこ
とが多くなつている。
科学技術の発展や進歩は、社会の要請や社会の状況
に反映される。したがつて、科学がよりよく発展する
ためには、社会とのかかわりを常に意識しなければな
らない。本稿では、このことを考慮して、科学に関わ
る情報を介在し社会のさまざまな構成者との間を結び
つける “やりとり"を科学コミュニケーションと定義
する°。
図1に社会における対話型科学コミュニケーション
のモデル図を示す。このモデル図では、社会の構成者
を市民社会および政府、産業界、科学コミュニティと
表してしているが、本稿では、おもに、市民社会をめ
要 旨
本稿は、社会における対話型科学コミュニケーション活動のあり方について検討する。科学に対
する理解増進活動として182年の歴史をもつ、英国王立研究所の「クリスマス・レクチャー」の
実践例を参考にしながら考察する。
【キーワード】科学コミュニケーション、科学コミュニケーター、クリスマス・レクチャー、
マイケル・ファラデー、英国科学実験講座
*大阪大学留学生センター教授 。理学博士
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ぐる科学コミュニケーションに絞ることとする。
図1 社会における対話型科学コミュニケーション
2-1「科学」という言葉
「科学」という言葉は歴史的には、いろいろな意味
に使われてきた。たとえば、戦後日本の大学では、一
般教養科目の分類を目的に、人文科学、社会科学、自
然科学などの区分けに使った。この使い方を見ると、
「科学」という言葉は「学」あるいは「学問」と同義
語といつてもさしつかえない。
現在使われている「科学」という言葉は、英語やフ
ランス語のscienceの訳語であると考えられる。
scienceはラテン語のscientiaの派生語であつて、本
来の意味が「知識全般」であつたと考えられる。この
ことからわかるように、「学」あるいは「学問」の同
義語としての使い方は、むしろ、本来的な使い方とい
える。
18世紀以前のコーロッパでは、science(知識)は
「love of wisdom:知識を愛し、それを追求する」と
いう意味でのphi10sophy(哲学)と同義であったが、
19世紀になると、英語のscienceも現在の「科学・技
術」などというときの「科学」が意味するような特定
の意味を持ち始めるようになつた。このようにして、
科学を生み出したヨーロッパでも、科学における諸概
念は日常的な経験に密着するものではなくなり、日常
生活における文化に依存しないものとなった。特有の
専門用語が用いられるようになり、科学の世界は日常
語から距離を置いた世界として位置づけられるように
なつたのである。
その意味では、ヨーロッパの人々にとつても、科学の
領域はひとつの「外来文化」であり、科学の世界は
「異文化社会」であったといえる。
2-2文化としての科学
村上は、ここ半世紀の間に、科学の側には「社会化
された科学」、社会の側には「科学化された社会」と
いう意識が芽生えてきたと述べているう。社会と科学
の関係は現在では、相互に浸透しあっており、社会の
構成員は理系、非理系にかかわらず、科学とのつなが
りを持たざるを得ないという事態からの当然の帰結で
あろう。
C.P.スノーは、20世紀半ばに、英国の文化が
「理系文化」と「文系文化」に分断されていることに
異議を唱え、「第二の文化」を提唱した9。 米国でも、
「第二文化」(the third culture)という概念の提唱
運動が起こり、現在、 日本の大学にも、「Science,
Technology and Society」の頭文字をとつて「STS」
と呼ばれるプログラムが立ち上がつている。いずれも、
生活に密着した科学についての知識の必要性や社会か
らの要請から生まれた概念で、文系でもない理系でも
ない、文系理系の区別を超えた領域と考えられる。村
上はこの領域を「超文理系」と呼ぶ°。
村上のいう、このような「超文理系」領域の存在の
認識を持つ人々が増えれば、科学をいたずらに敵視す
ることもなく、いたずらに妄信することもない、科学
と社会が十分に対話できる未来社会を創造することが
可能になる。
科学コミュニケーションにはいくつかの定義がある
と前にも述べたが、S.ストックマイヤーらは「科学
という文化や知識が、より大きいコミュニティの文化
の中に吸収されていく過程」と定義している9。 この
ことは科学に関する知識や文化が社会の中で時間的、
空間的に浸透していくことを示している。
従来の科学コミュニケーション活動では、科学 (知
識)の理角翠(Public Understanding of Science)を
増進していくことに重点が置かれたが、この定義によ
れば、人々の科学に対する意識の向上 (Public
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Awareness of Science)を継続させていくことがよ
り重要と考えられるう。
2-3サイエンス・リテラシーの必要性
日々、発展する科学技術は社会の中に光と影の部分
をつくつてきた。たとえば、最先端医療技術の研究成
果は多くの人の生命を救い、IT技術における情報収
集能力の向上は人間活動の可能性が広げ、人々の日常
生活を豊かにしてきた。しかし、一方では、医療知識
の格差や情報デバイスに象徴される、科学技術の高度
化に伴うブラックボックス化に対峙する人々には、不
利益を被る事態が生じるかもしれない。科学技術に関
する最低限の知識を持っているといないでは、日常的
場面において、明らかに判断の的確さに差が生じてく
るのである。
科学技術と社会が切り離せない関係になつている現
代においては、科学技術と社会の関係を適切に判断・
評価することが求められており、『平成16年版科学技
術白書』では、「このためには科学技術に関する判断
を支える基礎的素養 (サイエンス・リテラシー)を国
民が備えることが重要となる」と述べられている。こ
のサイエンス・リテラシーを高めていくことは、社会
を構成するすべての人々に必須であり、科学の専門家
になるための通常の科学教育とは別次元の教育ともい
える。サイエンス・リテラシーは、科学技術にかかわ
る職業に就く人にも、生涯、直接には科学とかかわり
のない人にとっても、同じように必要とされるもので
ある。
サイエンス・リテラシーを高めようとすれば、科学
が有する、社会のあり方や生活に与える影響力やコン
トロールカに関する感受性を培うこと、社会における
科学的問題を解決するための洞察力や判断力を養うこ
と、この二つの事柄を日常的に意識して実践しなけれ
ばならない。
2-4 科学コミュニケーター
サイエンス・リテラシーを向上させるためには、
図1に示すように、さまざまな人々の間に科学技術に
関する意見のやりとり (双方向コミュニケーション)
が風通しよく行われる環境が必要である。社会のさま
ざまな分野の人々の意識や意見が科学者に通じており、
科学者の考え方や知識が一般の人々に通じている必要
もある。
特に、近年、科学者コミュニティの市民社会への説
明責任が重要視されるようになり、科学者に対して科
学コミュニケーション活動における社会貢献が求めら
れるようになつてきた。
このような市民社会のニーズを受け止め、社会の構成
者である社会市民と科学を結びうけ、科学者とのやりと
りを促進するためには、その役割に適した技能を持つ人
材が必要となる。このノヘ↓れま、「科学コミュニケーター」
と呼ばれ、大学や国立研究所の科学研究者、博物館の学
芸員、理科の教師、製造メーカーの広報員、新聞・雑誌
の科学ジャーナリストなどが適任と考えられる。
言うまでもなく、科学コミュニケーターは、科学・
技術を単に知識だけを伝えるのではなく、「科学・技
術を文化として社会に根づかせる」という、独自の専
門性を持つ役害Jを担わなければならないことは明らか
である。
それでは、科学コミュニケーターとして活躍するに
はどのような技能が必要とされるのだろう力、
千葉らは、次の5つの科学コミユニケーション技能
(スキノt/1の必要性を提示している"。
(1)プレゼンテーションスキル
(2)サイエンス・ライティングスキル
(3)科学的探求能力育成スキル
(4)教材開発スキル
(5)外部資金導入スキル
また、科学コミュニケーターには次の3つの能力を
高めることが求められる。
(1)深める力 :科学のおもしろさや重要性を感じ取
り、その未来を想像できる
(2)伝える力 :幅広い分野について、わかりやすく
感動的に科学解説できる
(3)つなげる力 :社会のさまざまな人々の間に双方
向的コミュニケーションを実現できる
-75-
3 英国王立研究所のクリスマス・ レクチャー
ヨー ロッパで使われ始めた、本来の「science」の意
味を持つ「科学」の理解増進活動を目的にして、科学
の専門家ではない人々に、科学を文化の一部として浸
透させようという活動についての英国の歴史は古いLD。
この種の科学コミュニケーション活動の一例として、
英国王立研究所 (The Royal lnstitution of Great
Britain)が開催する青少年向けのプログラム「クリ
スマス・レクチャー」を本稿では取り上げる°。
3-1英国王立研究所
英国王立研究所は、1799年に設立されて以来、研
究機関としてこれまでに多数のノーベル賞受賞者を輩
出しているだけでなく、一般社会への科学の理解増進
活動にも主体的にその役割を担ってきた。王立研究所
の研究者であつた、マイケル・ファラデーが始めた青
少年向けイベントの「クリスマス・レクチャー」や大
人向けイベントの「金曜講話」など、科学コミュニケー
ション活動として、独自のプログラムを制作してきた
のである。
現在も設立時のロンドンのボンドストリー ト近くに
ある。写真1は、筆者が2006年3月に訪れたときに撮
影したもので、建物は工事中であつた。地下には、ファ
ラデー博物館がある。そこにはファラデーが実験室で
実際に使用した実験装置が自筆のメモとともに当時の
ままの形で保存されている。また、毎年、クリスマス・
レクチャーの会場となる、すり鉢状の円形講堂がある。
3-2クリスマス・レクチャーの歴史
1825年に、マイケル・ファラデーが始めたクリス
マス・レクチャーは、青少年に科学の不思議、楽しさ
を伝えるための英国王立研究所のプログラムの一つで
ある。実社会への科学の応用や科学を一般の人々に広
めようという理念の下に、このプログラムは世に送り
出された。
第2次世界大戦中の4年間を除き、現在に至るまで
約180年間、毎年、クリスマスの時期にロンドンの王
立研究所の地下の円形講堂で開催されてきた。なお、
一昨年と昨年は建物が工事中のため、他の場所で開催
された。
クリスマス・レクチャーは、その時代を代表する科
学者が、1)参加者の目の前で様々なデモンストレー
ションや実験を披露しながら、2)おもしろくて、わ
かりやすいプレゼンテーションスキルを用いて、3)
最先端の科学を話題にして、演じ、語るものである。
また、この模様は、テレビ局/チャンネル4を通じて、
世界に向けて放映される。
表1には、今までに開催されたクリスマス・レクチャー
の担当講師と実験テーマをすべて収録してある。表1
に示されるように、マイケル・ファラデー、カール・
サガン、デイヴィッド・アッテンボロー、リチャード・
ドー キンス、バロネス・スーザン・グリー ンフィール
ド、ジョン・サルストンなど、一流の科学者が歴代の
講師として名を連ねている。世界的に著名な科学者に
よるアウトリー チ (outreach)活動実践の場として、
クリスマス・レクチャーが機能してきたことが推沢1さ
れる。
中でも、クリスマス・レクチャーの創始者、マイケ
ル・ファラデー (1791-1867)の寄与は大きい。
3-3マイケル・ファラデーの名講演
ファラデーは「電磁誘導の発見」「電気分解の法則
の発見」「ファラデー効果」「ベンゼンの発見」など多
くの科学業績をあげた英国の天才科学者である。
ファラデーは、表1に示すように、1827年、1829写真1 工事中の貼り紙のある王立研究所の入り口
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年、 1832年、 1835年、 1837年、 1841年、 1843年、
1845年、1848年と、1851年から1860年までの10年
間の、計19回、自ら講師を務めて、クリスマス・ レ
クチャーの発展に実質的に貢献した。中でも、ファラ
デーの「ロウソクの化学」は特に名講義として世に知
られている。第24回(1848年)と第36回(1860年)
に、このテーマでの講演が行われている。
この講演の様子は、講演記録 「ロウソクの化学」
(原題は ``The Chemical HistOry Of a Candle''
1848年講演)に収録されている10。 ちなみに、この
「ロウソクの化学」を編集したのは、クルックス管の
発明で知られる科学者、クルックスで、この記録は実
に贅沢な組み合わせで実現したといえる。
講演記録「ロウソクの化学」は6夜にわたる連続講
話で構成されている。特に、その第1話の物理化学の
考え方の基礎を聴衆ヤ珀子き明かす、イントロ部分のファ
ラデーの語り日は巧みであることが記録からうかがえ
る。また、ロウソクの燃焼実験のデモンストレー ショ
ンがつぎつぎ行われ、ファラデー自らが工夫を凝らし
た実験装置や興味を引くような珍しい実験材料が出て
くる様子もうかがえる。多くの場合、わかりやすい言
葉で興味を持つように説明され、時には図で示されて
いる。
マイケル・ファラデーが優秀な科学コミュニケーター
であったことは疑いもない。というのは聴衆を楽しま
せるために、種々の科学コミュニケーションのスキル
を駆使し、十分に準備され、オーガナイズされた環境
でレクチャーを実行していると思われるからである。
4おわ りに
英国王立研究所のクリスマス 。レクチャーを、英国
開催の半年後の日本の夏休み期間に再現するイベント
が「英国科学実験講座」である。半年遅れになるが、
英国に行かなくても本場物のクリスマス・レクチャー
に参加できる。英国の公的な国際文化交流機関である
ブリティッシュ・カウンシル (British Council)に
よって、このイベントが日本でも開催されることが企
画された。
表2には、今までに開催された英国科学実験講座の
概要を収録してある。
英国科学実験講座は、ブリティッシュ・カウンシル
日本と読売新聞社の主催で、毎年、日本の2ヵ所で開
催されてきた。1990年に始まってから今年は18回目
になる。その年どしに、社会貢献活動の一環として各
種企業が協賛に入る。前年のクリスマスに英国で行わ
れたイベントのすべてが、すなわち講師もデモンスト
レーション用の実験器具もすべて、英国から日本へ空
輸されてくることになつている。
昨年7月に、クリスマス・レクチャー2006(第17
回英国科学実験講座)が東京と鳥取県で開催された10。
これは英国では2005年12月に開催されたものである。
参加者はおもに家族連れで、5000人を超えた。筆者
も東京会場へ出向き、参加した。
テーマは、「食物の秘密」、講師は、オックスフォー
ド大学ジーザス・カレッジで学長を務めるジョン・ク
レブス卿だつた。壇上では、分かりやすい実験装置を
使った演示実験をしながら、大昔の人々の食べ物から
将来の食事まで、食についての謎や疑問を解き明かし
ていった。ときおり、壇上に子どもたちが招きよせら
れ、実験に加わった。
カラフルな舞台用の実験装置や十分に計算された演
出に筆者は感心させられたが、それとともに驚かされ
ことは、科学コミュニケーターの役割を担うジョン・
クレブス卿の科学コミュニケーション能力 (深める力、
伝える力、つなげる力)のレベルの高さであった。
日本でも近年、種々の科学コミュニケーション活動
が試みられているが、実証的研究の域を出ていない。
システマティックに科学コミュニケーターの人材育成
が行われていないことや、研究のわりには、社会と協
働した、科学コミュニケーション活動の実践がそれほ
ど行われていないのが原因である。
この日本での現状から見ると、180年にわたる実質
的な科学コミュニケーション活動の歴史を持つクリス
マス・レクチャーは驚異的存在である。したがって、
今後、クリスマス・レクチャー関する研究を進めてい
くことは、科学コミュニケーション活動についての実
践研究を進める上では重要であると考えられる。
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参考文献                        ンス・コミュニケーション・科学を伝える5つの
1)文部科学省編(2000『平成16年版科学技術白書―    コミュニケーション』日本評論社.
これからの科学技術と社会―』国立印刷局・    7)村上陽一郎(2001)『文化としての科学/技術』
2)林衛 。加藤和人・佐倉統(2005)「なぜいま「科    岩波書店.
学コミュニケーション」なのか?」『生物の科学。  8)スノー ,C.P,(1967)『二つの文化と科学革命』
遺伝』 59(1),30‐34.                松井巻之助訳,みすず書房.
3)NPO法人・サイエンス・コミュニケーションのHP   9)ストックマイヤー,S.(2003)『サイエンス・コ
『科学コミュニケーション～科学を伝える人たち』     ミュニケーションー 科学を伝える人の理論と実劇
http:〃scicom.jp/science‐communicationAndex.html    佐々木勝浩他訳,丸善プラネット.
4)岡橋毅(2005)「科学と社会の幸せな関係を求め  10)Michael Faraday(1993)“The Chemical
て一英国における「科学の公衆理解」の転換期」    History of a Candle" Cherokec Publishing
『生物の科学 。遺伝』59(1),73‐74.         Company.
5)The Royal Society(1985)“Public Understanding  ll)読売新聞東京本社(2006)『第17回英国科学実験
of Science" The Royal Society.          講座「食物の秘密」』
6)千葉和義 。仲矢史雄 。真島秀行(2007)『サイエ
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回 年 講  師 実験テーマ (英語名) 実験テーマ (日本語訳)
1 」ohn ⅣIilhngton Natural Philosophy 自然哲学
」.Wallis Astronomy 天文学
1827Michael FaradayChenlistry 化学
」 Wood Al・chttecture 建築
5 1829Ⅳrichael FaradayElectricity 電気
6 1830Thomas WebsterGeology 地質学
7 1831James Rennle ZOology 動物学
1832Michael FaradayChenlistry 化学
9 1833John Lindley Botany 植物学
1834William Thomas BrandeChenlistry 化学
1835Nrichael FaradayElectrictty 電気
1836winiam Thomas BrandeChemistry of the Gases 気体の化学
1837Mthael FaradayChenlistry 化学
1838」. Wallis Astronomy 天文学
1839William Thomas BiandeThe Chenlistry of the Atmosphere and the Ocean大気と海洋の化学
JohnFrederic DaniellThe First Principles of Franklinic Electricityフランクリンの電気
1841NIichael FaradayThe Rudiments of Chelnistry化学の初歩
1842William Thomas BrandeThe Chenlistry of the Non‐Metallic Elements非金属の化学
1843Prichael FaradayFirst Principles of Electricity電気の初歩
1844wlniam Thomas BrandeThe Chen■istry of the Gases 気体の化学
1845Michael FaradayThe Rudiments of Chenlistry化学の初歩
1846」 wanis The Rudiments of Astronomy天文学の初歩
1847ヽVilliam Thomas BrandeThe Elements of Organic Chemistry存機化学の初歩
241848Michael FaradayThe Chenlical History of a Candleロウソクの化学
1849Robert WalkerThe Properties of Matter and the Laws of Motion物質と運動の法則
1850William ThOmas BrandeThe Chemistry of Coal 石炭の化学
1851Michael FaradayAttractive Forces 引力
1852ヽ〔thael FaradayChelnistry 化学
1853Mthael FaradayVoltaic Electricty ヴォルタの電気
1854ⅣIthael FaradayThe Chenlistry of Combustion燃焼の化学
1855Michael FaradayThe Distinctive PrOperdes of the Common Metals金属の性質
1856Michael FaradayAttractive Forces 引力
1857Michael FaradayStatic Electricity 静電気
341858Michael FaradayThe Metalhc Properties 金属の性質
1859ⅣIichael FaradayThe Various Forces of Matter and their Rela■ons to Each Oth r物質内のカ
1860Michael FaradayThe Chemical History of a Candleロウソクの化学
1861John Tyndall hgllt 光
1862Edward F■・ankland Ar and Water 空気と水
1863」ohn Tyndall Electricity at Rest and Electrictty in MOtion静電気・動電気
1864Edward F■・ankland The Chenlistry of a Coal 石炭の化学
411865」ohn Tvndall Sound
421866Edward FranklandThe Chen■istry of Gases 気体の化学
431867」ohn Tvndall Heat and Cold 熱
441868William OdlingThe Chenlical Changes of Carbon炭素の化学変化
1869」ohn Tvndall hght 光
461870William OdlingBurnlng and Unburnlng 燃焼の化学
1871John Tyndall Ice, Water, Vapour and Ai■・ 氷、水、水蒸気、そして空気
1872William OdlingAirand Gas 空気とガス
1873John Tyndall The Motion and Sensation of Sound音の伝播と聴覚
1874John Hall GladstOneThe Voltaic Batterv ヴォルタの電池
1875John Tvndan Experimental Electrictty 電気の実験
1876JOhnHan GladstOneTh  Chenlistrv of Fire 炎の化学
表1 英国で開催されたクリスマス・レクチャーの講師と実験テーマ (1825-2006)
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回 年 講  師 実験テーマ (英語名) 実験テーマ (日本語訳)
」ohn Tyndall Heat,ヽrisible and ln宙sible 見える熱、見えない熱
」ames Dewar A Soap Bubble シャボン玉
」ohn Tyndall Water and Alr 水と空気
」ames Dewa■ Atoms 原子
1881Robert Stawen BallThe Sun,the Moon and the Planets月、太陽、そして惑星
1882John Tyndall hght and the Eye 光と視覚
1883」ames Dewar Alchemy in Relation to Modern Science現代の錬金術
1884」ohn Tyndan The Sources of Electrictty 電気の素
1885」ames Dewar The Story of a Meteorite 陽石の話
1886James Dewar The Chemistry of Light and Photography光と写真術の化学
1887Robert StawellB n Astronomy 天文学
1888」ames Dewar Clouds and Cloudland 雲の国
1889Arthur RuckerElectrictty 電気
1890」ames Dewar Frost and Fire 霜と炎
1891」.G.McKendrickLfe in IⅥoion;or the Animal Machine機械動物
1892Robert Stawen BallAstronomy 宇宙について
1893」ames Dewar Ai■・: Gaseous and Liquid 空気、ガス、そして液体
1894」ohn Ambrose FlemingThe Work of an Electric Current電流の作用
1895」 G.McKendl・ick Sound, Hearing and Speech昔、聴覚、スピーチ
1896Sylvanus Philips Thompsonhght,Visおle and lnvlsible 見える光、見えない光
1897Oliver Lodge The Principles of the Electric Telegraph電信機
1898Robert Stawell BallAstronomy 宇宙について
1899Cha■・les VernOn BOysFluids in Motion and at Rest静かな液体、運動する液体
1900Robert Stawell BanGre t Chapters from the Book of Nature自然科学の世紀
1901」Ohn Ambrose FlemingWaves and Ripples in Water,Air and Ether水、空気、エーテルの波動
1902II. S. Hele―Shaw Locomotion―on the Eartll,througll tlle Water,ln the Ar地上、大気中、水中の運動
1903Edwin Ray LankesterExtinct Animals 滅亡した動物達
1904IIH.CunvnghameAllcient and Modern Methods of Measuring Time時間を計る(古代と現代の手法)
1905Herbert Hall TurnerAstronon■y 宇宙
821906W.Duddell Signalling to a Distance 遠くへ伝えよう
1907David Gill Astronomy,0 1d and New 天文学、過去と未采
1908W.Si■・ling The Wheel of Life 生命の神秘
1909W.Dudden MOdern Electrictty 最新電気学
1910Sylvanus Phnlips ThompsonSound:Musical and Non―Musical 音楽と雑昔
1911Peter ChalmersⅣIitchellThe Childhood of Animals 動物の赤ちゃん
1912」ames Dewar Christmas Lecture Epiloguesクリスマス・レクチャー エピロー グ
1913Herbert Hall TurnerA Voyage in Space 宇宙旅行
1914Charles Vernon BoysScience in the Home 家庭の科学
1915Herbert Hall TurnerVVireless Messages frorn the Stars星の便 り
1916A Ketth The Human Machine WЪi  All Must Work機械 としての人体
1917John Ambrose FlenllngOur Useful Servants ‐ Magne ism and Electricity電磁気を使 う
1918DIAl・cy Wentworth ThompsonThe Fi h of the Sea 魚
1919W■lliam Henry BraggThe Wo■・ld of Sound 昔の世界
1920」Ohn Arthur ThOmsonThe Haunts of Life 生命の神秘
1921」ohnAmbrose FlelningElectric Waves andヽVむeless Telephony電話
1922Herbert Hall TurnerSix Steps up the Ladder to the Stars星に到る道
1923William Henry BraggConcerning the Nature of Things物理
1924F.Balfour BrowneCo cerning the Habits of lnsects昆虫達の癖
1925Ⅵrilliam Henry BraggOld Trades and New Khowledge新 しい知識
1926A.V Hill Nerves and Muscles: How We Feel and Move筋肉と神経
1927Edward Neville da Costa AlldradeEngines エンジン
1928A Wood Sound Waves and their Uses音波
1929S R.K Glan宙lle HOw Things Were Done in Andent Egypt古代エジプ トの世界
AM.Tyndall The Electric Spark スパー ク
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回 年 講  師 実験テーマ (英語名) 実験テーマ (日本語訳)
1931Winiam Lawrence BraggThe Un市erse of Light 宇宙の光
1932Alexander 01iver RankineThe Round of the Waters 水の物語
1933」ames HOpwoOd JeansThrough Space and Tilne 時空を超えて
1934William Lawrence BraggElect五cLy 電気再び
1935C E K Mees PhOtography 写真
1121936G.I Tay10r Ships 船
1937Julian Huxley Rare Al■i nals and the Disappearance of Wild hfe消え行 く野性
1938James XbndanYoung Chelnists and Great Discoveries若き化学者たちと大発見
1989第二次大戦により中止
1940第二次大戦により中止
1941第二次大戦により中止
1942第二次大戦により中止
1943Edward Neville da COsta AlldladeVlbrations and Waves 振動と波の科学
Harold Spencer」ones AstrOnomy in our Daily lttfe身近な天文学
1945R A.Watson―Watt VVireless 無線
1946H. Hartridge Colours and How We See Them色彩の科学
1947Eric K.RidealChelnical Reactions:How They Work化学反応
1948F.Bartlett The Mind at Work and Play′い
121949Percy DunsheathT e Electric Current 電流
1221950Edward Ne宙■e da COsta Alldl・adeWaves andヽribrations 波と振動
1951」ames Grav How Animals Move 動物の体
1952F. Sherwood TaylorHOw Science Has Grown 科学の起源
1251953J.A.Ratchffe The Uses of Radio Waves 電波を使 う
12C1954Frank Ⅵ■little The Story of Petroleum ガソリン
1271955HarryW.Mel宙lle Big Molecules 大きな粒子
1956H.Balnes Photography 写頁
1291957」.Huxley and J.FisherBil・ds
`烏
1958
J A Ratclttfe,J M Stagg,
R L F Boyd,Graham SuttOn,
G E R Deacon&G de Q Robin
The ln ernational Geophysical Year国際地球物理年記念
1959T. S.AllibOne The Release and USe of Atomic Energy原子カ
1960V.E.Cosslett Seeing the Very Small 極小の世界
1961William Lawrence BraggElectricity 電気
1962R.E.D Bishopヽribration 振動
1963Ronald IGng Energy エネルギー
1964Desmond Morrlshilnal Behav■our 動物生態学
1965
Bernard Lovell,
Francis Graham Smith,
Maran Ryle&Allthow Hewish
Exploration of the Universe宇宙の探索
1966Erlc R La■thwaite The Engineer in Wonderland不思議の国のエンジエア
1967Richard L.Gヒegory The lntelligentEye 魔法の日
1968P WlorrisOn Guniver' s Laws:the Physics of Large and SⅢanガリバーの法則
141 969George Porter Time Machines タイムマシン
14厖 1970」. Napier NIOnkeys W■thout Tails:A(Hraffeis Eye―view of Man尾のない猿、キリンの見た人間
1971Charles A TaylorS unds of Music:the Science of Tones and Tuneサウンド・オブ・ミュージック
1972G. G. Gouriet Ripples in the Ether:the Science of Radio Communicationエーテルの波、電波の科学
1973Da宙d AttenbOrOughThe Language Of Animals 動物達の会話
1974Erlc R La■thwaite The Engineer Through the Looking Glass鏡の国のエンジニア
1411975Heinz Wolff Signals fronl the lnterior 地球の内部
1976George Porter The Natural History of a Sunbeam太陽光の歴史
14〔 1977Carl Sagan The Planets 惑星
1978E Christopher ZeemanMathematics into Pictures 絵画と数学
1979E M Rogers Atoms for Engineering NIinds:A Circus of Experiments原子のサーカス
1980Da宙d Philips The Chicken,the Egg and the Moleculesニフトリ、卵、分子
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回 年 講  師 実験テーマ (英語名) 実験テーマ (日本語訳)
1981R.V 」ones F■om Magna Carta to Microchゎマグナカルタから半導体まで
1982COlin BlakemoreComlnon Sense 常識の世界
1551983Leonard ⅣIaunder Machines in MOtion 機械が動 く
1984Walter BOdmerThe Message of the Genes遺伝子が語る
1985Da宙d Pye Conllnunicating 交信
1986Lewis WolpertFrankenstein' s QueSt:Development of LJeフランケンシュタインの渇き
1987John Meurig ThOmas andDa宙d Phuゎs Crystals and Lasers 結晶とレーザー
Gareth RobertsThe Home of the Future 未来の家
Chal・es A.TaylorExploring MIusic 音楽の科学
Malcolm S.LongairOr gins 宇宙の起源
Richard DawkinsG■・owing up in the Universe 生命の進化
1992Charles」 M StirlingOur World Through the Looking Glass分子の利き手
1993Frank Close The Cosmlc Onlon 物質の起源
1994Susan Greenield」ourney to the Centre of the Brain月図6)ネ申る必
1995James 」ackson Planet Earth, All Explorer' s guide惑星 。地球
1996Simon Conway MorrisThe History in our Bones 化石は語る一生命の “爆発‖一
1997Ian Stewart The Magical Maze 数学でみる世界
1998Nancy RothwellStaying Alive バランスをとる身体
1999Nen」ohnson Arrow of Tilne 時間つて何だろ う
KO宙n Warwick Rise of the Robots 21世紀、ロボットが変わる
2001」ohn SulstOn The Secrets of■ife 遺伝子～生命を解くカギ～
2002Tony Ryan Smart Stuff 素材～化学が起こす奇跡～
Monica Grady Voyage in Space and■lne 宇宙への大航海
2004Lloyd Peck TO the end ofthe Earth:surv■vlng AntarcHc extremes南極～氷の世界からのメッセージ～
2005John Ⅸ■ebbs The■■uth about F00d 食物の秘密
2006Marcus du SautovNIM8ER MY5TERIES 数のミステリー
表2 日本で開催された英国科学実験講座の概要 (1990-2006)
表1および表2は文献11)および英国王立研究所のホームページ (http7/www rigb.org/■・imain/herttagenectures.jsp)の
データを参考にして北浜が作成。
回 年 講師 実験テーマ 開催場所1 開催場所2
1 1990
」ohn Meurig Thomas歴史に残る有名な実験
東京 。科学技術館
Charles A.Tay10r音楽の科学
1991Malcolm S.Longa士宇宙の起源 東京 。上智大学 京都 。国立京都国際会館
1992Richard Dawkins生命の進化 東京・早稲田大学 仙台・仙台国際センター
1993Charles」.M.Stirling分子の利き手 東京・早稲田大学 京都・国立京都国際会館
1994Frank Close 物質の起源 東京・早稲田大学 石川・金沢工業大学
1995Susan Greenfield脳の神秘 東京・早稲田大学 名古屋・名古屋市科学館
1996」ames Jackson惑星・地球 東京・早稲田大学 札幌・北海道大学
1997Simon Conway Morris化石は語る一生命の “爆発"一 東京 。早稲田大学 福岡・アクロス福岡
1998IanStewart 数学でみる世界 東京・東京国際フォーラム
1999
Nancy Rothwellバランスをとる身体
東京・早稲田大学 大阪・大阪工業大学
David Phinipsレー ザー、光の化学
2000Nen」ohnson 時間つて何だろう 東京 。早稲田大学 岩手・岩手県立大学
2001聰 vln Warwlck21世紀 ロボットが変わる 東京 。早稲田大学 富山・富山国際会議場
2002John Sulston遺伝子～生命を解くカギ～ 東京 。早稲田大学 広島・広島市立大学講堂
142003TOl■y Ryan 素材～化学が起こす奇跡～ 東京・早稲田大学 大分・ビーコンプラザ
2004Monica Grady宇宙への大航海 東京 。ルテア トル銀座 高松・香りII県 民ホール
2005Lloyd Peck 南極～氷の世界からのメッセージ～ 東京 。文京シビックホール 愛知・愛・地球博EXPOホール
2006」ohn X■ebbs 食物の秘密 東京・文京シビックホール 鳥取 。米子市文化ホール
Marcus du Sautoy数のミステリー 東京 。文京シビックホール 石川 。金沢工業大学
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